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7月

夏到来
梅雨も明け子どもたちが大好きなワクワクドキドキの夏がやって来ました。気持ちよく晴れ
渡った青空、照り付ける陽射し、年々頻発する猛暑の連日です。大人の私たちがいつも
以上に子どもの健康管理に配慮し、命を守ることが責任になります。“たくさん遊んでいっ
ぱい食べてしっかり休息”を基本に、夏ならではの体験を取り入れた保育計画で実践して
いきます。夏あそびが安心、安全に進められる様今年も看護師の七條を中心に応急処
置（溺水、熱中症対策）などについて研修し、共通理解の下プールあそびを実践してい
きます。事前の質問などお気軽に声をかけて下さい。保護者の皆様も子育て、お仕事と
ご多忙かと思いますがご自愛いただき、お子さんの情報を園と共有し健やかな成長を共に
育んでまいりましょう。今月も宜しくお願い致します。

代表 有松秀行

保護者の皆様、猛暑が続いておりますがお変わりありませんか。今回は職員が猛暑
時に子どもの健康を守り、保護者とどう折り合いをつけ、どのようにリスク回避しているの
かについて園内研修で学んだ内容を記したいと思います。
子どもにとって猛暑は、「生命の危機」という事を全員で認識し活動（保育）の
基本を共通理解の下立案へ繋げていきます。①猛暑日の屋外活動は早めに
出掛け短時間にし、日陰で風通しの良い場所にする。②気温、湿度体感

など総合的に判断し受入れ時に保護者と情報共有し個別で室内あそ
びでの対応をする。③10～15分おきの休息、水分補給をする。

④虫よけ、日焼け止め等、個別対応する。⑤携帯電話を持参
し緊急時に備える。⑥一人ひとりの顔色、行動を把握する。

※私達大人には“子供の生命を守る”ことの責任が
あることを確認し保育を進めてまいります。

今月も宜しくお願い致します。

（食育だより）

帽子の上手な利用
帽子で強い紫外線から頭を守ることはとても大切です。
しかし、長時間かぶり続けると帽子内の温度や湿度が高
くなり、蒸れてしまい逆効果です。時々帽子をとり熱や汗
の蒸発を促しましょう。
帽子選びのポイント：・大きめのサイズ（締め付けは熱
がこもる）・通気性の良い素材（メッシュ、麻、麦わら帽
子）・色は白やパステルカラー・日よけがついてるネック
ガードがお勧めです

毎朝のラジオ体操

猛暑でも快適にあそべる
様に対策しています

夏野菜収穫しました

暑い夏でも楽しくすご
しているよ

食材を身近に感じ、食に興味を持たせることを目
的にプランターにて夏野菜のゴーヤー、キュウリを栽
培し先日収穫しました。
日々、収穫までの過程を観察することで小さな発
見を指さし、言葉にしたりと総合的な成長へと繋
がっていきます。
収穫後は、秋野菜への計画をしています。
保護者の皆様も、登降園の際親子で観察して下
さいね。

（保健だより）

さくら組 ゴーヤーたんぽぽ組 きゅうり

Q. 子どもは何故、ほかの子の物を欲しがるのか？
Ａ.ほとんどの子が成長の段階で通る行動です。（好奇心、独占欲などの表れ）
その為、自分の欲しいものを手に入れるなら相手を押したり、倒したり、ひっぱたり、叩いたり、嚙みついたりします。
その姿に大人は「どんな子に育つの？」と不安がります。あなたが今まさにそういう問題に直面してるなら、肩の力を抜いて
ごく正常な子どもの姿であることを理解して下さい。その場面の対応として、「貸して」「どうぞ」「ありがとう」と代弁、諭したり
相手が泣いたりした時は他人の感情をを言葉で伝え少しづつ気づかせていきましょう。
時間はかかっても子どもは友だちが大事な存在であることに気づいています。
“子ども同士の関り”が成長段階で最も大事です。大切に育んでいきましょう。

給食で頂きました

暑い日は水遊びでさっぱり気持ち
いいネ！

散歩から戻ったら足を洗ってさっぱり

初めての泥んこあそび

手作りの日除け対策で出掛けます

ラジオ体操の後は水分
補給してもらいます


	スライド 1

